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Jが表現するもの
Joint（結合），Joy（喜び），
Japan

カラー
基調色の黒は
日本の伝統色
である「墨」を，
アクセント
カラーの赤は
グローバルに
活躍する「情熱」

Eのアクセント
Electronics＝
電子制御技術の
分野，
Emotional＝
新しい世界を
切り開く
情熱的な挑戦や
開発力，
Environmental＝
環境保護への
積極的な貢献

TEKTが表現
するもの
古代ギリシヤ語で
「卓越した技術を
持つ者」を意味する
「Tekton」を短縮

KTが表現する
もの
光洋精工と
豊田工機

書体が表現するもの
太めの書体は，高品質感や
信頼感，安定した経営と
産業を支える
基幹技術としての骨太さ
タイポグラフィの端の突出は
知性と精緻さ

その名にこめた思い．産業と，時代と心を動かす技術者集団．
ジェイテクト．光洋精工と豊田工機，２社の知識と経験を融合することで，信頼性や先進性の高い技術
を基盤にした「モノづくりを革新する技術力」を日本から世界に発信．顧客はもちろん社会に喜んでいた
だき，持続可能な社会の発展に大きく貢献する企業へと変わっていくという，わたしたちの決意です．

© COPYRIGHT 2016 BY JTEKT CORPORATION

表紙説明「グレート・バリア・リーフ」

オーストラリア北東岸に広がる世界最大のサンゴ礁地帯．2 600kmを超える長さに
2 900以上の暗礁群と約 900の島を持ち，総面積は 344 400km2以上となる．宇宙空間
からも確認できるほど広大であり，生物が作り出した単一の構造物としては世界最大で

ある．そして，この暗礁は生物多様性を支える重要な役目を持ち，絶滅危惧種など，多

くの生命にとって安住の地でもある．1981年に世界自然遺産に登録された．暗礁群のか
なりの部分は海洋公園に指定され，漁業や観光など人間の行為が及ぼす影響を制限して

いる．表紙は、暗礁群に囲まれたウィットサンディー島にある，真っ白な石英粒を多く

含む珪砂で被われた，約 9kmにわたって広がる砂浜，ホワイトヘブンビーチ．

編集後記

2015 年 2 月の編集委員会で，『2016 年度発行のNo. 1014 は，自動車用軸受関連
技術特集にします』とのアナウンスを受け，内心上手くいくのだろうか？と心配
でした．それは，自動車軸受担当の各部門が１テーマずつ出しても，テーマ数が
足らないからです．このため，例年は発行年の 3月に関係部門へテーマ募集の展
開を行うのですが，前倒しして 2015 年 7 月に各部へテーマ検討を要請しました．
その効果もあり，また海外テクニカルセンターも巻き込むことで，2016 年 2 月の
編集委員会の時点で，ほぼ必要なテーマ数を揃えることができました．どんな仕
事でも，準備は大切ですね． （鈴木）

今年，ジェイテクトは，設立 10 周年を迎え，TV CM，街頭広告などを通して，
ジェイテクトの情報を発信しています．その影響からなのか，家族や知人から，“最
近，ジェイテクトよく出ているね”と，言ってもらえるようになりました．
本誌は，ジェイテクトの技術を知っていただく重要な役割を担っており，その
ため，編集委員として心がけたことは，できるだけ読み手の方に分かりやすい文
章となるように，お客様視点で校正することでした．
本誌の情報発信により，お客様にジェイテクトの技術を知っていただき，今後
の商談のきっかけになってくれればと願っています． （伊奈）

英国に端を発する急激な円高など，海外情勢が会社経営にすぐさま影響を及ぼ
すグローバルな時代となっています．こんな厳しい時代だからこそ，我々も，リ
オオリンピックで全階級メダルを獲得してすばらしい感動を与えてくれた男子柔
道代表のような，世界トッププレーヤーを目指さなければなりません．今回，編
集委員および執筆者という立場で関わらせていただいたジェイテクトエンジニア
リングジャーナルですが，今後もさらに技術を磨き，開発スピードを上げて社会
に貢献できるNo. 1 & Only One 製品や技術をどんどん紹介していきたいと思い
ます． （横田）

このジャーナルは，ジェイテクトのウェブサイト上でもご覧いただけます。

http://eb-cat.ds-navi.co.jp/jpn/jtekt/tech/ej/index.htm


